

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































学位課程 日本専攻 東アジア専攻 アジア専攻 計
学　士 96大学 60大学 57大学 213大学
修　士 27大学 22大学 12大学 61大学



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































受講生数順位 2002年秋学期 2006年秋学期 増減率（％）
1 スペイン語 746，267 822，985 10．3
2 フランス語 201，979 206，426 2．2
3 ドイツ語 91，100 94，264 3．5
4 イタリア語 63，899 78，368 22．6
5 日本語 52，238 66，605 27．5
6 中国語 34，153 51，582 51．0
7 ラテン語 29，841 32，191 7．9
8 ロシア語 23，921 24，845 3．9
9 アラビア語 10，584 23，974 126．5
10 古代ギリシャ語 20，376 22，849 12．1
11 古代ヘブライ語 14，183 14，140 一〇，3
12 ポルトガル語 8，385 10，267 22．4
13 現代ヘブライ語 8，619 9，612 11．5
14 韓国語 5，211 7，145 37．1
SOHN東アジアにおける知識人連携の重要性261
畝
o
昌
巴
ω
ε
島
Φ
ω
）
に
関
す
る
能
力
と
知
識
を
重
視
し
、
そ
の
教
育
・
研
究
の
た
め
毎
年
莫
大
な
予
算
を
つ
ぎ
込
ん
で
い
る
。
連
邦
政
府
教
育
省
だ
け
で
は
な
く
、
国
防
省
、
国
務
省
、
N
G
O
等
で
も
外
国
語
お
よ
び
国
際
関
係
学
の
教
育
を
促
進
す
る
た
め
の
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し
、
独
自
に
、
ま
た
一
般
大
学
と
連
携
し
て
実
施
し
て
い
る
。
東
ア
ジ
ア
三
か
国
の
言
語
と
地
域
学
は
最
も
重
要
な
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
国
務
省
と
教
育
省
の
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
も
ち
ろ
ん
、
教
育
省
が
全
国
数
十
の
大
学
に
設
置
し
た
Z
㊤
鉱
o
口
巴
國
①
ω
o
霞
8
0
①
馨
①
腎
、
国
防
省
が
中
国
語
、
韓
国
語
を
含
む
八
つ
の
国
策
外
国
語
を
指
定
し
て
全
国
と
海
外
の
二
二
の
大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　
学
に
設
置
し
た
ピ
彗
σ
q
轟
σ
q
①
閃
げ
σ
q
移
甘
○
①
暮
霞
、
国
務
省
が
ア
メ
リ
カ
の
大
学
生
の
海
外
言
語
文
化
集
中
研
修
の
た
め
に
実
施
し
た
Z
曽
試
o
口
巴
ω
①
。
霞
含
楓
い
き
σ
q
‘
㊤
σ
q
Φ
H
巳
江
p
訟
く
①
等
は
、
ア
メ
リ
カ
国
民
の
外
国
語
能
力
と
国
際
関
係
学
の
知
識
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
政
策
の
一
環
で
あ
る
。
　
以
上
概
観
し
た
よ
う
に
、
様
々
な
歴
史
的
条
件
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
で
の
中
国
研
究
お
よ
び
日
本
研
究
は
、
韓
国
研
究
よ
り
も
早
く
始
ま
り
、
発
展
し
た
。
し
か
し
勺
巴
σ
q
①
（
一
九
六
六
）
、
国
げ
奉
冤
他
（
二
〇
〇
六
）
な
ど
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
韓
国
が
歴
史
的
に
見
て
中
国
文
化
と
日
本
文
化
の
橋
渡
し
と
伝
播
と
い
う
役
割
を
担
う
　
方
で
、
韓
国
特
有
の
文
化
を
創
造
し
て
き
た
と
い
う
歴
史
的
重
要
性
、
お
よ
び
現
在
の
地
政
学
・
国
際
経
済
上
の
重
要
性
か
ら
、
韓
国
研
究
の
重
要
性
が
急
速
に
認
識
さ
れ
始
め
て
い
る
。
ま
た
、
朝
鮮
半
島
の
思
想
的
・
制
度
的
分
断
は
人
文
社
会
科
学
の
実
験
室
的
な
機
能
を
果
た
す
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
分
野
の
学
者
た
ち
の
関
心
を
集
め
て
い
る
。
六
　
知
識
人
連
携
の
必
要
性
と
重
要
性
　
人
類
の
歴
史
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
漢
字
の
「
人
」
と
い
う
文
字
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
人
間
生
活
の
い
か
な
る
次
元
に
お
い
て
も
、
人
々
の
連
携
は
必
須
で
あ
る
。
連
携
が
あ
れ
ば
、
合
意
、
相
扶
相
助
、
そ
し
て
平
和
的
共
存
共
栄
が
成
し
遂
げ
ら
れ
る
が
、
連
携
が
な
け
れ
ば
、
誤
解
や
疎
外
、
敵
対
や
紛
争
が
起
こ
り
や
す
い
。
連
携
を
通
じ
て
情
報
共
有
、
意
見
交
換
、
相
互
協
議
が
成
り
立
ち
、
創
造
的
な
英
知
が
結
集
さ
れ
、
相
乗
的
な
発
展
が
推
進
さ
れ
る
。
連
携
は
ま
た
巨
大
な
力
を
持
つ
。
韓
国
史
に
お
い
て
、
最
も
劣
勢
だ
っ
た
新
羅
が
唐
と
連
携
し
て
三
国
を
統
一
し
た
の
は
そ
の
端
的
な
例
で
あ
る
。
　
特
定
専
門
分
野
の
知
識
人
が
連
携
す
る
時
こ
そ
、
該
当
分
野
の
健
全
な
理
論
的
・
実
践
的
発
展
が
可
能
に
な
る
。
知
識
人
は
豊
富
な
知
識
で
創
造
的
概
念
と
思
想
を
生
み
出
し
て
普
及
さ
せ
、
研
究
出
版
し
、
学
生
を
教
え
、
世
論
を
喚
起
し
、
大
衆
を
先
導
し
、
多
様
な
政
策
決
定
に
お
い
て
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
　
伝
統
的
に
東
ア
ジ
ア
の
知
識
人
の
連
携
は
国
内
に
と
ど
ま
り
、
国
境
を
越
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
同
じ
民
族
間
で
、
同
じ
文
化
・
社
会
・
制
度
の
中
で
同
じ
母
国
語
を
用
い
、
学
問
的
・
社
会
的
・
政
治
的
・
経
済
的
諸
問
題
の
解
決
の
た
め
に
連
携
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
現
在
の
東
ア
ジ
ア
の
知
識
人
た
ち
が
こ
の
伝
統
に
慣
れ
て
い
る
の
は
否
定
262東洋文化研究13号
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
伝
統
的
連
携
は
、
国
家
間
の
障
壁
が
厚
く
、
時
間
・
空
間
の
概
念
が
重
要
で
、
同
質
性
が
強
調
さ
れ
、
問
題
が
主
に
国
内
の
こ
と
に
限
ら
れ
て
い
た
伝
統
的
な
社
会
に
お
い
て
は
効
果
的
に
作
用
し
て
い
た
。
　
し
か
し
現
在
の
世
界
は
、
上
述
の
通
り
国
家
間
の
障
壁
が
壊
れ
、
時
空
を
超
越
し
て
世
界
は
急
速
に
狭
小
化
し
、
名
実
共
に
地
球
村
と
な
っ
て
い
る
。
今
や
世
界
各
国
の
人
々
が
地
球
村
の
隅
々
の
状
況
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
目
に
し
、
即
座
に
国
際
交
信
を
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
衣
食
住
と
交
通
通
信
を
始
め
と
し
て
、
政
治
、
経
済
、
社
会
、
文
化
、
教
育
、
学
問
、
産
業
、
軍
事
等
人
間
の
活
動
の
ど
れ
一
つ
取
っ
て
も
国
際
化
し
て
い
な
い
活
動
は
な
い
よ
う
だ
。
今
や
他
国
の
こ
と
が
わ
が
国
の
こ
と
に
な
り
、
わ
が
国
の
こ
と
が
他
国
の
こ
と
に
な
っ
た
。
国
家
政
策
や
資
源
の
有
無
に
よ
り
国
家
間
の
差
は
あ
る
が
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
重
要
な
問
題
が
国
家
次
元
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
、
共
生
共
滅
す
る
国
際
社
会
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
世
界
連
鎖
不
況
、
六
者
会
談
に
よ
る
北
朝
鮮
核
問
題
解
決
の
摸
索
、
自
由
貿
易
協
定
問
題
、
世
界
環
境
問
題
等
が
そ
の
端
的
な
例
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
狭
く
な
っ
た
地
球
村
で
、
東
ア
ジ
ア
の
知
識
人
は
国
家
的
な
視
点
と
心
構
え
を
持
ち
つ
つ
世
界
的
に
視
野
を
広
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
、
実
際
に
多
く
の
知
識
人
、
特
に
学
者
た
ち
が
、
す
で
に
国
際
的
な
姿
勢
で
学
問
に
臨
ん
で
い
る
。
各
国
政
府
機
関
、
お
よ
び
様
々
な
社
会
団
体
も
、
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
旗
の
も
と
国
際
的
な
規
模
で
活
動
し
て
い
る
。
こ
こ
で
筆
者
が
主
張
し
た
い
の
は
、
た
だ
視
野
を
広
げ
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
歩
進
ん
で
、
国
際
的
な
当
事
者
相
互
間
の
、
人
間
対
人
間
の
、
積
極
的
か
つ
実
効
性
の
あ
る
連
携
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
国
境
を
越
え
た
知
識
人
の
緊
密
な
連
携
は
、
客
観
的
で
健
全
な
知
識
の
発
展
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
ム
ー
ズ
な
国
際
交
流
、
世
界
の
平
和
と
発
展
に
寄
与
し
、
さ
ら
に
人
類
文
明
の
創
造
と
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
双
方
向
的
な
国
際
連
携
が
な
け
れ
ば
、
知
の
偏
向
、
偏
狭
、
我
執
、
独
断
、
主
観
に
流
れ
や
す
く
な
り
、
国
家
間
の
誤
解
と
衝
突
が
惹
起
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
地
球
村
の
文
明
国
ご
と
に
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
共
存
共
栄
を
は
か
る
た
め
の
σ
q
δ
げ
巴
窟
詳
口
①
〒
ω
臣
b
を
提
唱
し
、
実
践
し
よ
う
と
努
力
す
る
こ
と
は
、
連
携
が
な
い
た
め
に
起
こ
り
う
る
様
々
な
不
幸
を
防
ぐ
た
め
で
も
あ
る
の
だ
。
　
現
在
、
世
界
人
口
の
五
分
の
一
を
占
め
、
卓
越
し
た
人
的
・
物
的
資
源
を
保
有
し
、
経
済
的
に
強
力
な
共
同
体
を
構
成
し
て
い
る
東
ア
ジ
ア
は
、
国
際
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
東
ア
ジ
ア
各
国
の
国
際
的
重
要
性
へ
の
認
識
は
、
東
ア
ジ
ア
各
国
の
知
識
人
の
み
な
ら
ず
西
洋
の
学
者
の
間
で
も
急
速
に
高
ま
り
、
上
述
し
た
通
り
多
く
の
西
洋
の
学
者
た
ち
が
東
ア
ジ
ア
研
究
に
没
頭
し
て
い
る
。
東
ア
ジ
ア
の
知
識
人
相
互
間
だ
け
で
は
な
く
、
東
西
の
知
識
人
が
相
互
に
連
携
す
る
準
備
が
で
き
て
お
り
、
現
実
に
多
様
な
連
携
を
摸
索
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
東
ア
ジ
ア
の
知
識
人
か
ら
見
る
と
、
国
際
的
連
携
は
東
ア
ジ
ア
研
究
の
国
際
的
発
展
は
も
ち
ろ
ん
、
東
ア
ジ
ア
の
重
要
性
を
国
際
的
に
普
及
、
宣
揚
し
、
東
ア
ジ
ア
に
対
す
る
世
界
の
人
々
の
視
座
と
認
識
SOHN東アジアにおける知識人連携の重要性263
を
新
た
に
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
西
洋
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
連
携
を
通
し
て
東
ア
ジ
ア
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
を
、
皮
相
的
に
で
は
な
く
よ
り
深
い
レ
ベ
ル
で
観
察
・
分
析
し
、
自
国
の
国
際
競
争
力
向
上
や
安
全
保
障
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
究
極
的
に
は
地
球
村
の
平
和
と
繁
栄
に
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
東
ア
ジ
ア
国
家
間
、
そ
し
て
東
西
間
の
緊
密
な
連
携
と
対
話
を
通
し
て
、
国
家
や
個
人
の
間
に
内
在
す
る
知
識
水
準
の
差
、
観
点
の
差
、
情
緒
の
差
、
価
値
観
の
差
、
思
考
の
差
、
生
活
様
式
の
差
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
の
差
な
ど
が
集
約
さ
れ
、
相
互
補
完
さ
れ
、
客
観
化
さ
れ
る
。
東
ア
ジ
ア
を
内
か
ら
見
る
視
点
と
外
か
ら
見
る
視
点
は
同
じ
で
は
な
い
。
国
内
と
国
外
の
知
識
人
が
、
互
い
に
異
な
る
視
点
か
ら
連
携
す
る
そ
の
時
こ
そ
、
東
ア
ジ
ア
に
関
し
て
よ
り
幅
広
く
し
か
も
正
確
な
イ
メ
ー
ジ
が
描
け
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
知
識
人
相
互
間
の
理
解
と
信
頼
、
尊
重
と
和
解
を
も
た
ら
す
よ
う
な
雰
囲
気
が
醸
成
さ
れ
、
国
家
間
の
共
助
共
栄
に
繋
が
る
き
っ
か
け
と
も
な
る
だ
ろ
う
。
　
手
近
な
例
を
ひ
と
つ
挙
げ
る
と
、
最
近
東
ア
ジ
ア
の
「
領
土
紛
争
」
に
関
す
る
、
相
互
に
異
な
る
自
国
中
心
の
認
識
の
た
め
に
歴
史
的
葛
藤
が
生
じ
、
尖
鋭
な
見
解
の
相
違
だ
け
で
は
な
く
政
治
・
外
交
的
懸
案
と
し
て
東
ア
ジ
ア
平
和
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
障
害
は
、
東
ア
ジ
ア
当
事
国
と
（
客
観
的
視
点
を
持
つ
）
西
洋
の
当
該
分
野
の
専
門
家
と
が
協
力
し
合
い
、
共
同
研
究
を
す
る
こ
と
で
緩
和
し
、
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
懸
案
当
事
国
の
主
観
的
な
視
点
で
は
な
く
、
東
ア
ジ
ア
全
体
、
さ
ら
に
世
界
的
視
野
と
人
類
普
遍
的
な
客
観
的
観
点
に
立
つ
こ
と
で
、
過
去
と
現
在
に
と
ら
わ
れ
ず
未
来
指
向
で
問
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
東
ア
ジ
ア
に
関
す
る
知
識
人
の
連
携
は
東
ア
ジ
ア
研
究
の
レ
ベ
ル
を
高
め
る
。
序
論
で
言
及
し
た
通
り
、
西
洋
で
は
東
ア
ジ
ア
研
究
は
い
ま
だ
亜
流
視
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
は
、
国
際
的
な
知
的
連
携
と
共
同
研
究
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
連
携
が
あ
れ
ば
、
豊
富
な
資
料
を
収
集
整
理
し
、
奥
深
い
理
論
と
整
然
と
し
た
方
法
論
を
確
立
す
る
こ
と
で
、
主
流
の
学
問
分
野
と
し
て
の
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
実
利
面
か
ら
見
て
も
、
国
際
規
模
の
知
的
連
携
に
よ
り
、
様
々
な
国
際
学
術
支
援
を
獲
得
で
き
る
可
能
性
と
機
会
が
増
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
　
こ
の
よ
う
な
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
東
ア
ジ
ア
に
関
す
る
知
識
人
の
国
際
連
携
の
価
値
、
必
要
性
そ
し
て
重
要
性
は
、
い
く
ら
強
調
し
て
も
し
過
ぎ
る
こ
と
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
七
　
国
際
的
連
携
の
方
法
　
知
識
人
の
国
際
交
流
と
連
携
の
努
力
は
昨
今
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
太
平
洋
戦
争
終
結
後
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
と
世
界
の
自
由
主
義
国
家
間
の
学
問
的
・
文
化
的
国
際
交
流
の
必
要
性
を
強
調
し
、
交
流
を
奨
励
・
推
進
し
て
き
た
。
一
九
四
〇
年
代
末
頃
に
誕
生
し
た
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
一
九
六
〇
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
東
西
文
化
セ
ン
タ
i
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ま
た
一
九
九
二
年
に
発
足
し
た
い
導
σ
q
β
9
・
σ
q
①
悶
げ
σ
q
の
ぼ
b
写
o
σ
q
冨
目
な
ど
、
み
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同
じ
根
を
持
つ
国
際
交
流
活
動
で
あ
る
。
数
多
く
の
高
等
教
育
機
関
や
研
究
者
た
ち
も
様
々
な
形
の
国
際
交
流
と
提
携
を
企
画
し
、
実
行
し
て
き
た
。
中
国
研
究
セ
ン
タ
ー
、
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
、
韓
国
研
究
セ
ン
タ
i
等
地
域
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
重
要
な
設
立
目
的
の
一
つ
は
、
国
際
的
規
模
の
知
的
交
流
と
共
同
研
究
で
あ
る
。
　
国
際
交
流
へ
の
努
力
は
、
二
〇
世
紀
後
半
か
ら
全
世
界
的
な
現
象
に
な
っ
た
。
東
ア
ジ
ア
研
究
に
関
し
て
は
ア
メ
リ
カ
だ
け
で
な
く
、
経
済
的
に
強
大
に
な
っ
た
東
ア
ジ
ア
各
国
政
府
機
関
、
そ
し
て
各
国
の
大
学
も
積
極
的
に
国
際
交
流
を
奨
励
し
、
財
政
支
援
に
乗
り
出
し
た
。
中
国
政
府
や
日
本
の
国
際
交
流
基
金
（
一
九
七
二
年
設
立
）
、
韓
国
国
際
交
流
財
団
（
一
九
九
〇
年
設
立
）
等
の
機
関
が
大
々
的
な
支
援
を
通
し
て
自
国
文
化
の
普
及
に
努
力
し
て
い
る
。
西
洋
の
多
く
の
大
学
に
教
授
ポ
ス
ト
を
設
け
、
自
国
の
言
語
と
文
化
を
研
究
・
普
及
さ
せ
よ
う
と
も
し
て
い
る
。
東
ア
ジ
ア
研
究
の
国
際
化
は
、
海
外
に
自
ら
の
文
化
を
普
及
さ
せ
よ
う
と
す
る
東
ア
ジ
ア
各
国
の
努
力
と
、
こ
れ
を
受
け
入
れ
て
探
求
し
よ
う
と
す
る
西
洋
各
国
と
が
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
な
の
だ
。
知
ろ
う
と
す
る
努
力
と
知
ら
せ
よ
う
と
す
る
努
力
と
が
、
相
乗
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
現
在
、
多
く
の
東
洋
・
西
洋
の
知
識
人
が
短
期
・
長
期
の
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
る
。
　
こ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
で
企
画
し
、
実
践
さ
れ
て
き
た
知
識
人
の
交
流
・
協
力
事
業
は
お
よ
そ
次
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
筆
者
が
参
加
し
た
例
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
　
①
東
ア
ジ
ア
研
究
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
作
成
と
リ
ン
ク
（
例
　
ハ
ワ
　
イ
大
学
東
ア
ジ
ア
の
三
地
域
学
ウ
ェ
ブ
（
≦
を
≦
b
ぼ
器
ω
Φ
ω
ε
　
＆
①
ω
゜
鍔
≦
巴
゜
巴
頁
≦
≦
華
げ
餌
≦
巴
「
①
9
＼
。
U
ω
　
≦
≦
≦
冨
≦
㊤
嘗
　
①
9
＼
ざ
「
＄
）
②
国
際
規
模
の
年
例
学
術
大
会
（
例
一
ア
メ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
学
　
会
の
年
例
大
会
一
ハ
ワ
イ
大
学
韓
国
研
究
セ
ン
タ
i
主
催
の
第
　
七
回
と
一
九
回
q
昌
窪
①
し
。
①
＼
訳
o
話
窪
ピ
貯
σ
q
ロ
一
巴
8
0
0
ロ
ー
　
h
霞
魯
8
）
③
国
際
規
模
の
非
正
規
学
会
（
例
　
二
〇
〇
〇
年
ハ
ワ
イ
大
　
学
韓
国
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
の
国
際
学
会
O
、
乾
§
N
謝
゜
。
器
G
・
討
　
き
滝
§
の
ミ
ミ
傍
言
罫
Φ
韓
自
§
譜
g
ミ
…
“
。
O
δ
年
学
習
院
　
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
主
催
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
　
ア
研
究
の
新
し
い
視
座
一
過
去
、
現
在
、
未
来
」
）
④
国
際
研
究
者
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
例
一
ハ
ワ
イ
大
学
韓
国
研
　
究
セ
ン
タ
ー
研
究
者
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
⑤
懸
案
別
土
ハ
同
研
究
出
版
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
例
二
九
九
四
年
　
～
二
〇
〇
〇
年
ハ
ワ
イ
大
学
東
ア
ジ
ア
言
語
文
学
部
韓
国
語
教
　
授
陣
主
管
の
英
語
圏
大
学
韓
国
語
教
科
書
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
一
　
全
二
〇
巻
）
⑥
大
学
間
の
学
術
交
流
協
定
（
例
　
ハ
ワ
イ
大
学
は
韓
国
研
究
　
に
関
し
て
韓
国
の
一
五
の
大
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
た
。
　
目
的
は
研
究
者
交
流
、
学
生
の
交
換
留
学
、
出
版
物
交
換
、
共
　
同
学
術
会
議
等
で
あ
る
。
）
⑦
国
際
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
設
立
（
例
一
二
〇
〇
四
年
設
立
の
国
　
際
韓
国
研
究
セ
ン
タ
ー
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
年
次
ワ
ー
ク
シ
ョ
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ッ
プ
。
二
〇
〇
九
年
第
五
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
ハ
ワ
イ
大
学
　
　
韓
国
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
。
参
加
大
学
は
ソ
ウ
ル
大
学
、
延
世
　
　
大
学
、
高
麗
大
学
、
北
京
大
学
、
復
旦
大
学
、
九
州
大
学
、
オ
　
　
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
、
ハ
ワ
イ
大
学
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
　
　
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
　
　
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
）
　
⑧
特
定
懸
案
解
決
の
た
め
の
専
門
家
会
議
（
例
一
二
〇
〇
九
年
　
　
ハ
ワ
イ
大
学
主
催
の
国
際
海
洋
法
会
議
）
　
ハ
ワ
イ
大
学
で
は
東
ア
ジ
ア
研
究
に
関
す
る
知
的
交
流
の
た
め
に
過
去
四
〇
年
間
、
以
上
の
よ
う
な
多
様
な
方
法
で
取
り
組
ん
で
き
た
。
し
か
し
全
般
的
に
実
効
性
に
は
欠
け
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
多
く
の
場
合
、
一
時
的
あ
る
い
は
形
式
的
な
交
流
や
名
目
上
の
協
定
に
な
っ
て
し
ま
い
、
数
日
間
の
学
会
交
流
の
み
で
終
わ
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
こ
う
し
た
一
時
的
・
形
式
的
な
交
流
も
そ
れ
な
り
に
価
値
が
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
必
要
で
あ
る
が
、
六
章
で
言
及
し
た
成
果
や
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
こ
こ
に
提
示
し
た
八
つ
の
交
流
モ
デ
ル
を
通
じ
た
、
よ
り
深
く
持
続
的
な
連
携
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
筆
者
が
経
験
し
た
成
功
例
の
一
つ
と
し
て
、
筆
者
が
主
管
し
た
⑤
の
韓
国
語
教
科
書
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
、
韓
国
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
等
か
ら
関
連
分
野
の
教
授
約
三
〇
名
が
参
加
し
、
数
年
間
持
続
的
に
連
携
し
た
結
果
、
英
語
圏
の
大
学
の
大
多
数
で
使
用
さ
れ
る
標
準
的
な
教
材
全
二
〇
巻
の
出
版
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
⑦
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
も
か
な
り
大
き
な
成
果
を
収
め
て
い
る
。
現
在
東
ア
ジ
ア
三
国
間
の
懸
案
に
な
っ
て
い
る
中
・
日
・
韓
歴
史
教
科
書
の
土
ハ
同
研
究
開
発
も
、
成
功
事
例
の
一
つ
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
　
先
に
、
東
ア
ジ
ア
研
究
に
勤
し
む
東
ア
ジ
ア
の
知
識
人
た
ち
は
、
自
国
内
だ
け
で
連
携
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
国
際
的
視
野
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。
こ
れ
は
ハ
ワ
イ
大
学
韓
国
研
究
セ
ン
タ
ー
に
も
あ
て
は
ま
る
こ
と
で
、
そ
の
反
省
の
意
味
も
込
め
て
述
べ
た
も
の
と
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
ハ
ワ
イ
大
学
で
は
現
在
、
韓
国
研
究
に
関
す
る
協
定
は
主
に
韓
国
の
大
学
と
だ
け
締
結
し
て
い
る
。
し
か
し
本
来
、
韓
国
を
研
究
す
る
ア
メ
リ
カ
の
他
大
学
は
も
ち
ろ
ん
、
他
国
の
大
学
と
も
幅
広
く
学
術
協
定
を
締
結
し
緊
密
な
知
的
連
携
を
摸
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
国
際
的
規
模
の
強
力
な
知
的
連
携
へ
の
取
り
組
み
は
、
我
々
東
ア
ジ
ア
研
究
に
従
事
す
る
知
識
人
の
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
も
今
回
の
国
際
学
会
は
非
常
に
重
要
な
集
ま
り
で
あ
り
、
過
去
を
反
省
し
、
新
し
い
視
座
を
摸
索
す
る
有
意
義
な
機
会
に
な
る
と
信
じ
て
い
る
。
注
（
1
）
　
こ
の
三
つ
の
国
語
は
発
音
こ
そ
異
な
る
も
の
の
、
同
じ
漢
語
を
共
　
　
有
し
て
い
る
。
韓
国
語
語
彙
全
体
の
六
五
％
～
七
〇
％
は
中
国
語
と
　
　
日
本
語
か
ら
借
用
し
た
漢
語
で
あ
る
。
（
2
）
　
い
く
つ
か
の
大
学
の
例
を
あ
げ
る
と
≧
p
鴇
9
・
”
〉
鼠
N
8
P
b
ご
門
o
≦
5
》
　
　
ゆ
琴
犀
話
戸
　
O
巴
罵
o
門
三
㊤
　
ω
け
9
。
　
d
巳
く
。
話
葺
㊦
P
　
O
臣
。
p
σ
q
P
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O
。
冨
日
互
p
O
。
簑
①
F
O
島
ρ
国
ヨ
。
蔓
”
固
〇
二
号
－
Ω
Φ
。
憎
σ
q
甲
　
　
　
8
≦
p
Ω
①
o
憎
σ
q
①
≦
㊤
ω
三
つ
σ
q
8
ロ
魑
国
p
■
遷
興
F
出
9
≦
巴
噂
ζ
巳
p
昌
p
　
　
　
q
o
含
9
霞
。
戸
q
。
巨
ω
＝
8
犀
言
p
区
き
鈴
ω
讐
ζ
。
9
F
　
　
　
≦
。
三
σ
q
節
p
Z
睾
皮
。
蒔
－
Z
睾
緒
。
蒔
o
。
け
p
■
8
¢
巳
く
零
ω
三
Φ
ω
”
　
　
　
Z
o
貯
Φ
U
p
ヨ
ρ
○
σ
Φ
島
P
O
ぼ
○
ω
け
暮
ρ
勺
曾
昌
゜
・
）
「
ぞ
9
づ
一
p
ω
蜜
8
　
　
　
ご
　
昌
一
く
①
「
ω
一
島
Φ
ω
り
　
℃
詳
け
ω
げ
β
弓
四
闇
　
勺
胃
一
口
O
O
け
O
ロ
魑
　
ω
O
ロ
け
『
Φ
胃
づ
　
O
p
D
一
7
　
　
　
h
。
ヨ
昼
の
＄
巳
。
a
－
日
Φ
鍔
ω
ω
鼠
8
d
三
く
①
邑
幕
ρ
＜
。
門
α
q
一
巳
p
　
　
　
≦
霧
三
昌
σ
q
8
戸
≦
①
ω
け
①
ヨ
乏
器
三
轟
け
o
P
≦
⑩
゜
。
δ
冨
戸
≦
塔
　
　
　
8
房
ぎ
o
Q
鼠
8
q
巳
＜
Φ
話
一
鉱
Φ
ω
讐
≦
一
暮
Φ
昌
σ
霞
σ
q
一
く
巴
Φ
等
。
（
3
）
　
例
え
ば
b
蔓
臣
ζ
卑
≦
「
O
o
｝
δ
σ
q
ρ
0
9
ぴ
団
O
o
ぎ
σ
q
ρ
国
爵
①
匡
　
　
　
O
o
＝
①
σ
q
P
ω
8
詳
げ
O
o
ぎ
σ
q
①
な
ど
。
（
4
）
　
こ
の
統
計
で
は
中
国
に
い
る
韓
国
研
究
者
は
一
、
〇
四
三
名
、
日
　
　
　
本
に
い
る
韓
国
研
究
者
は
二
二
八
名
と
な
っ
て
い
る
。
（
5
）
　
ア
メ
リ
カ
の
中
国
語
小
中
高
校
連
合
会
（
〇
三
コ
①
ω
①
ピ
磐
㈹
口
p
・
σ
q
Φ
　
　
　
〉
ω
ω
O
O
貯
島
O
昌
O
h
G
Q
⑩
O
O
P
傷
P
門
賓
－
国
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